























ンは『失楽園（Paradise Lost）』で、ダンテ（Dante Alighieri, 1265–1321）
は『神曲（La Divina Commedia）』で天国について語った。あらゆる芸術
が「天国」を描き、表現してきた。
一方 C. S. ルイス（Clive Staples Lewis, 1898–1963）の場合は、『天国と
地獄の離婚（e Great Divorce）』（1946）においては「煉獄」の描写は見
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国年代記（e Chronicles of Narnia）』（1950–1956）に見られるが
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岡田　理香 「C. S.ルイス『顔を持つまで』に見る 『天国』」
注
（1） 本稿は、日本基督教学会第 65回学術大会（ルーテル学院大学、 2017年
9月 29日）において著者が行なった研究発表、「C. S.ルイスの『顔を持
つまで』に見る『天国』」を加筆・修正したものである。
（2） 岡田理香「C. S. ルイスの『天国と地獄の離婚』に見る煉獄と地獄の結婚」
『DEREK』33（2013年）、30–42頁参照。
（3） Alister E. McGrath, A Brief History of Heaven, Oxford: Blackwell, 2003, p. 
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なしている。Michael Edwards, “C. S. Lewis: Imagining Heaven,” Journal of 
the Irish Christian Study Centre 5 (1994), pp. 16–33: p. 23.
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（C. S. Lewis, e Last Battle, London: HarperCollins, 1998, p. 214）。
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見えない実在は善きものであることが前提となっている（Lewis, Till We 
Have Faces, p. 161）。
（20） 1957年 2月 10日クライド・キルビー宛書簡、 C. S. Lewis, e Collected 
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を深めてきた（Humphrey Carpenter, J. R. R. Tolkien: A Biography, London: 
George Allen & Unwin, 1977参照）。
（29） J. R. R. Tolkien, “Mythopoeia,” Tree and Leaf, London, HarperCollins, 2001 





世界の法則にのっとっている」（Tolkien, “On Fairy Stories,” Tree and Leaf, 
pp. 1–81: p. 37）。
（31） 1956年 9月 22日ピーター・ミルワード宛書簡、Lewis, e Collected Letters 




ジの講師だったクレメント C. J. ウェッブ（Clement Charles Julian Webb, 
1865–1954）は、「神話」を世界の始まりや死後の世界を示す「真実のよう
なもの」と表現している（Andrew Lang, Myth, Ritual, and Religion, Vol. 1, 
New York: AMS Press, 1968, p. 122; Clement C. J. Webb, God and Personality, 
London: George Allen & Unwin, 1920, pp. 168–170; Mircea Eliade, “Myth in 
the Nineteenth and Twentieth Centuries,” Dictionary of the History of Ideas, 




似せて創られているからなのである」と述べている（Tolkien, “On Fairy 
Stories,” Tree and Leaf, p. 55）。
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（35） 1952年 4月 29日から 5月 2日に行なわれた図書館協会ボーンマス大会
における講演（C. S. Lewis, “On ree Ways of Writing for Children,” Essay 
Collection: Literature, Philosophy and Short Stories, Lesley Walmsley, ed., 
London: HarperCollins, 2000, pp. 97–106: pp. 100–101）。
（36） C. S. Lewis, e Great Divorce, London: William Collins, 2015, p. 85.
（立教大学大学院キリスト教学研究科博士課程後期課程在学　おかだ・りか）
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